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平成25 年6月14 日閣議決定：規制改革実施計画 




































































                            
                            
リチウムイオン 
蓄電池 
                            






                            
                            
リチウムイオン 
蓄電池 
                            
                            
Hy-SEF 
                          










Hy-SEF: Hydrogen and Fuel Cell Vehicle Safety Evaluation Facility 
★FCV国内規制見直し完了 
★HFCV gtr Phase1審議開始       採択★ 
★ECE R100-02  ★採択 
































  JARI S001（35MPa容器基準） 
  JARI S002（附属品基準） 
KHK技術基準（2013年5月～） 



































































形   状： 内径18m、高さ16m 
壁面構造： 鉄筋コンクリート（厚さ1.2m） 





  放出水素火炎特性、安全な放出方法   
２．車両火災事故時の対応マニュアル 
  消火・救助・避難の方法   
３．漏洩水素の挙動解析 
  拡散、着火、燃焼特性の把握 
   事故防止の有効対策検討 
４．水素容器、Li-ion電池の安全性評価 
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水素センサ & イグナイタ 
水素センサ指示値が12%, になるまで水素供給後、着火 
(10L/min＊15min=150L) 
車室内への水素漏洩・着火試験（濃度12%) 
21 
 水素は空気中で速やかに拡散し燃焼限界
以下に希釈される 
 希薄な水素（＜10%）はこれまで言われてき
たほど危険ではない 
 水素はガソリン・天然ガスと比べ、危険な燃
料ではない 
水素の実態 まとめ 
22 
ご清聴ありがとうございました 
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